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あとがき
日照時間が短くなると，部屋の照明を使う時間が増える。筆者は昨年引っ越しをした

ため，家のすべての照明を一から見直す機会を得た。身近にある照明だが，よく考えて

みると盲点がいろいろあることがわかってきた。

欧米の住居やホテルでは，リビングルームの天井に照明がついていないのがむしろ普

通で，フロアランプとデスクランプが主たる照明である。それに，たいていは白熱電球

が使われる。一方，日本では一般家庭用の白熱電球の生産が既に中止され，オフィスは

もちろん家庭でも，蛍光灯の使用率が極めて高い。雰囲気を重視して明るさを抑えた飲

食店などがある一方，蛍光灯を過剰に使用した大型店舗が目に付く。省エネで長寿命の

LED電球も普及してきたが，白熱電球に比べると演色性（「電球色」であっても）や配

光性に劣ることは，あまり知られていない。また，白熱灯なら部屋の広さから必要な

ワット数が割り出せるが，LED電球は白熱電球との換算が曖昧で，実際に取り付けて

みないとわからない。近年の照明の変化には電力消費を抑えるという切実な事情がある

のも確かだが，なぜ海外と日本で照明の使い方にこれほどの差があるのだろうか。

蛍光灯の明るく白い光（実際は緑の輝度が異常に高い）は，日本の高度経済成長の象

徴でもあった。かく言う私も，北欧デザインに関心を持つまでは，「リング蛍光灯」が

下から剥き出しで見えるような照明器具を実家の和室で使っていた。しかし気づいてみ

れば，白熱電球は照明の基本であった。自然光に近く，暖かみのある白熱灯の明かり

は，くつろげる家にこそ相応しい。

デンマークのポール・ヘニングセン（Poul Henningsen；1894-1967）が1925年から

一貫してデザインし続けたランプ・シェードは，一点からの入射角を一定にする「対数

螺旋」の形を採用しており，点光源を配置した時に最も光が広がって，しかもどの角度

から見ても眩しい光が直接眼に入ることのないように配慮されている。その優れたデザ

インを生かすためにも，白熱電球が今なお必要なのである。部屋の用途や雰囲気を考えな

がら節電型の電球と使い分けて，適度な明るさで快適な空間をつくりたいものである。

さて，今月号の特集は「プロテイノパチーの神経病理学」である。神経変性疾患の一

部が，蛋白の代謝異常として理解できるようになったとはいえ，剖検が病態解明の基本

であることに変わりはないだろう。神経病理の世界を明るく照らす人材が必要とされて

いる。

（酒井邦嘉)
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